
2007年1月（第7号）

発行元　まつさかファミリーサポートセンター

ファミサポ

サポートセンター
アドバイザーが相互の希望をコーディネイト

依頼会員
松阪市に在住または
在勤し、おおむね4ケ
月～小学校6年生の
子どもをお持ちの方

援助会員
松阪市及び近隣市町村
に在住する20歳以上の
指定の講習を受けた方

①依頼の申し込み ②援助の依頼

③依頼の回答
④援助会員の紹介

⑤援助活動

⑥料金支払い

★ まず登録をしてください  ★

入会のお申し込みは、当センターまでおこしください。

★  登録をすると  ★

①援助会員さんとのコーディネイト

　　ファミリーサポートセンターのアドバイザーが、

　　条件にあった援助会員さんを探して紹介します。

②マッチング（面談）

　　援助会員さん・依頼会員さんの顔合わせです。

　　実際に援助をする子どもさんもお連れ頂いて、

　　条件の確認をします。

③援助活動開始

　　予約を頂いた上で援助活動が始まります。

まつさかファミリーサポートセンターの しくみ

援助会員養成講座のご案内

月・日 時　　間 講座内容

1月23日（火）

1月25日（木）

1月30日（火）

2月 1日（木）

　９：３０　～　１０：００

１０：００　～　１３：００

　９：３０　～　１２：３０

　９：３０　～　１３：００

　９：３０　～　１２：００

１２：００　～　１２：３０

保育サポーターとしてスタートするために

子どもの世話と遊び

子どもの栄養と食生活

子どもの事故と安全・幼児救急法

子どもの体の発達と病気

援助活動体験談

・託児（１日１人５００円　おやつ代込み）が必要な方は、事前にお申し込みください。
・都合により内容等の変更がありますので、ご了承ください。

厚生労働省委託事業

みえ子育て支援緊急サポートネットワーク
厚生労働省より（特）三重県子どもNPOサポートセンターが委託を受け、

（特）松阪子どもNPOセンターが松阪地域センターとして運営しています。

利用には会員登録が必要です。

【会員条件】

　利用会員………三重県に居住し、共働き又は働く一人親

　サポート会員…三重県に居住し、センター指定の講習会を受講し、

　　　　　　　　登録をした方

【サポート内容】

　● 緊急時の一時預かり　 ● 宿泊預かり　 ● 軽い病児の預かり

【サポート対象】

　生後３ヶ月～小学生

【利用料金】

　平日７：００～１９：００・・・・・１時間１０００円

　土日、上記以外の時間・・・・・１時間１２００円

　★希望の利用依頼に応じられないこともあります。

【お問合せ先】

みえ子育て支援緊急サポート　松阪地域センター

　TEL ０５９８－２２－１９３８（月～土７：００～２０：００）

・・・まつさかファミリーサポートセンター・・・

たのしく！

おいしく！

まつさかファミリーサポートセンターは（特）松阪子どもNPOセンターが
松阪市より委託を受けて運営しています。

まつさかファミリーサポートセンターでは『平成１８年度第２回援助会員養成講座』を行います。
子育てを応援してみようと思われる方、受講してみませんか？

会　場　　嬉野保健センター　（松阪市嬉野町１４３４番地）　近鉄中川駅より徒歩２０分
対　象　　松阪市内及び近隣市町村に在住する２０歳以上の方
受講料　　無料（但しテキスト代として　２０００円頂きます）

援助会員養成講座を終了された方は、２月１８日に行う緊急サポートの
講習会を受けていただくことができます。詳しくはお問い合わせください。

松阪市駅部田町１１２　ツインハーティD２　１０２号
　　　　　　　　　　（特）松阪子どもNPOセンター内
　　　TEL・FAX 　０５９８－２５－０６８６
　　　E－mail　　　mfsc@mknpo.jp
　　　URL     　  http://www.mknpo.jp/mfsc/
　　　　　（受付時間）　８：３０～１９：００
　　　　　（休日）　　　土・日・祝日・年末年始



　応援講座の後の会員交流会では、馬場先生

のお話を聞いて、「今までの食生活をもう一度

見直したい」とか、「まず自分のできることか

らやってみたい」という声が聞かれました。

　短い時間でしたが、馬場先生に教えていた

だいたレシピで作ったお菓子を食べながら、

楽しく話し合いました。

材料（4～ 5人分）

　先日、子どもさんの年齢も小さく、しかも長時間という援助依頼が入りました。その時「どうすれば子どもさんの負

担を軽くできるだろうか」と援助会員のみなさんがいっしょに考えてくださり、それぞれできる範囲で力を合わせて援

助をしていただくこととなりました。

　会員数の増加に伴いこのように依頼も多様化してきて、センターにもより柔軟な対応が求められています。一見「無

理かな？」と思えることでもすぐに『それはできません』ではなく、『じゃあどうすれば可能になるか』を考えていく

センターの姿勢は、いつでも子どもを中心に考えています。そしてその思いは、私たちと共に支えてくださる援助会員

さんも同じ・・いえそれ以上ではないでしょうか。私たちアドバイザーも頭が下がります。

　健康にすくすく育ってほしいと願うのは親だけでなく、見守るまわりの大人たちの願いでもありますものね。
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